
項 ⽬ 内 容
名称 ベニコウジ [英]Red yeast rice、red rice、red leaven [学名]Monascus

purpureus Went.、Monascus albidus K.Sato、Monascus anka K.Sato

概要 ベニコウジは、⽶に紅麹菌を植菌して発酵させたもので、深紅⾊を呈する。⾷品の
着⾊料として、ハムやソーセージ、かまぼこなどに使⽤されてきた。

法規・制度 ■⾷薬区分
・麹⽶︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原
材料) 」に該当する。

■⾷品添加物
・既存添加物

ベニコウジ⻩⾊素 (モナスカス⻩⾊素/紅麹/紅麹⾊素/モナスカス/モナスカス⾊
素)︓着⾊料
 ベニコウジ⾊素 (モナスカス⾊素/紅麹/モナスカス)︓着⾊料

■その他

・EUは、Monascus属紅麹由来のサプリメント中のシトリニン (カビ毒) の基準値
を100μg/kgと定めている (104) 。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・市販のベニコウジ12製品 (アメリカ) について測定したところ、4製品からはシト
リニン (カビ毒) が検出されたという報告がある (PMID:20975018) 。

分析法 ・市販のベニコウジ製品中のモナコリン、シトリニンをHPLC-MS/MSで分析した報
告がある (PMID:20975018) 。
・市販のベニコウジ製品中のモナコリンKをHPLC-DAD-QTOF-MSで分析した報告
がある (PMID:28641460) 。
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メタ分析
・2014年11⽉までを対象に2つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験36報
(20試験、検索条件︓期間≧4週間) について検討したメタ分析において、ベニコウ
ジの摂取は⾎中脂質 (TC (12試験) 、LDL-C (12試験) 、HDL-C (12試験) 、TG
(12試験)) の改善と関連が認められたが、コレステロールについては試験によるば
らつきが⼤きかった (PMID:25897793) 。
・2013年8⽉までを対象に6つのデータベースで検索できた無作為化プラセボ対照
試験13報 (検索条件︓期間≧4週間) について検討したメタ分析において、脂質異常
症患者におけるベニコウジ摂取は、⾎中脂質 (TC (13報) 、TG (11報) 、LDL-C
(13報)) 低下との関連が認められたが、TC、LDL-Cは試験によるばらつきが⼤きか
った。⼀⽅、⾎中脂質 (HDL-C (12報)) との関連は認められなかった
(PMID:24897342) 。

RCT︓⽇本
・LDLコレステロールが⾼めの成⼈67名 (⽇本) を対象とした⼆重盲検無作為化プ
ラセボ対照試験において、ベニコウジ100 mg (モナコリンK 2 mg含有) /⽇ (21
名、平均53.5±9.5歳) またはベニコウジ200 mg (モナコリンK 4 mg含有) /⽇
(23名、平均52.4±11.8歳) を8週間摂取させたところ、いずれの群も⾎中脂質
(LDL-C、TC) の低下が認められ、100 mg群と200 mg群間に差は認められなかっ
た (2008301695) 。
RCT︓海外
・⾼コレステロール⾎症であるが薬物治療を受けていない83名 (試験群42名、アメ
リカ) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ベニコウジ2.4
g/⽇を12週間摂取させたところ、⾎中脂質 (TC、LDL-C) の低下が認められた。⼀
⽅、⾎中脂質 (TG、HDL-C) に影響は認められなかった (PMID:9989685) 。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・
炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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